
 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４８回建築士会全国大会（愛知）報告 

山本 恵和  

セッション2  

テーマ「自然の恵みを暮らしの中へ」 

     ～緑を活かした都市環境の再生～ 

さる６月１０日、名古屋国際会議場において約

100名の参加者が集いワークショップを開催しまし

た。コーディネーターは１９９６年よりＮＰＯエコ

ロジー住宅市民学校を主宰し、環境共生型コーポラ

ティブ住宅「経堂の杜」「欅ハウス」を企画された㈱

チームネット代表取締役の甲斐徹郎氏。一般参加者

を含む１０名でグループをつくり，予め配られた

個々の平面配置図に各々思い思いに植栽（緑）を描

き入れるところから始まり、それをグループ毎に貼

り合わせブロックを形成させ、さらに大きな街区図

にします。個々の住宅のみならずブロック毎、街区

毎の緑がどのような意味を持つのか皆で考えます。

甲斐氏のレクチャーの中では体感セミナーを交え暑

さと涼しさを感じることができました。隣り合う住

民や地域で協力し合うことが夏の暑さをしのぎ、風

通しの良い暮らしが実現できることを学びました。

甲斐氏の言葉「便利さを求めすぎることが知恵を無

くし暮らしにくさを作っている現在を基本的見直す

ことが大切である」が心に残りました。“まちに森を

つくって住む”という考え方は私達の街でも快適環

境づくりに活かすことができます。自然を賢く利用

する知恵が今必要だと感じました。最後に街区全体

を貼り合わせそれをバックに１００人記念写真を撮

り終了しました。エキスパーションは愛・地球博を

選んだのですが、生憎の雨と人の多さで思うように

見られなく残念でした。最後の日の名古屋城へ行き

金の に触れる事が出来たのはラッキーでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「屋台村」４６都道府県の女性委員会（女性部会）

から寄せられた「自然の恵みを暮らしの中へ」のパ

ネルが連合会女性委員会ブースに展示され大会参加

者の視線を集めました。それぞれの特色ある地域性

を生かした力作ばかりで冊子にしたいとの声も上が

ったくらいです。北海道は“冬の恵みと暮らし”と

題し雪冷房システムや高断熱、高気密住宅に蓄えの

場所の確保した例、また雪とふれあう子供達の写真

や冬の風物“雪・氷・あかり”の小樽、旭川を紹介

するパネルにまとめ出展しました。屋台村を見たの

は初めてでしたが自然環境、安心安全、省エネ、再

生、次世代への住教育、ものづくり匠の技等がテー

マとなりどのブースも盛況でした。 

 

 

 

 

 

 

山本さんから写真が届き次第、メールで送ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




